
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校生の皆さんにとって、今いるフィールドとはどこでしょうか？ 

学校や塾、友人や家族、あるいは SNS。 

そのどこにあっても「ルール」が存在し、そのルールに対して、時には守られ、 

時には縛られていると感じることがあるのではないでしょうか。 

金沢大学法学類では、高校生が法学類生と一緒に「法（ルール）」について考え、 

理解を深めるセミナー「ウィークエンド・ロースクール」を毎年開催しています。 

今年度も、石川県立図書館と共催し、より開かれた場での開講となります。 

文系理系を問わず、あらゆる分野で必要性が高まっている「ルール・リテラシー」を考える

セミナーに、たくさんの高校生のご参加をお待ちしています。 

※このセミナーは、『KUGS ⾼⼤接続プログラム』（⾼⼤接続コア・センター主管）の「KUGS Live セミナー」のひとつとして
提供されます。 

問合せ先：⾦沢⼤学法学類 ウィークエンド・ロースクール担当  
sol.kanazawa+wls@gmail.com 

7 月 21 日（火） 9 時 受付開始 ／ １０月 8 日（木） 17 時 締切 

2026 年 10 月 10 日（土） 13:00～15:00 

石川県立図書館 研修室 

第１回    刑事手続き上のジレンマ 〜「正しさ」をめぐって〜  

人が犯罪を犯したとき、その人を正しく処罰するためにはどのような過程が必要でしょうか？基
本的には警察が捜査・逮捕し、検察が起訴し、裁判所が罪を判断しますが、この一連の「刑事手
続」は、基本的人権を守る「人権保障」の原則のもと、正しく行われなければなりません。しかしこ
のことが、事件の真実を明らかにする「真実発見」を難しくする場合があります。 

 本セミナーでは、刑事手続における「正しさ」とは何であるかを、様々な事例を通して考えます。
刑事手続の基本を知り、何が重要とされているのかを理解します。いくつかの論点は単純なもの
ではなく、時に衝突してしまうことがあります。そのような場合に裁判所はどのようにして判断を
下しているのでしょうか。刑事訴訟法の条文を手がかりに、大学生とのグループワークを通して
「考える」学びを体験しましょう。 


